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【事業実施報告】 

 本事業では、助成対象者の所属機関が過去約 40年間にわたって関わってきた

地域植物誌『神奈川県植物誌』調査に関わる活動を、地域自然史情報に関する

オープンサイエンスの事例として体系化してまとめ、展示としての発信を実施

するとともに、他地域や他博物館等での参考となる形で、これらの活動の具体

的な手法やノウハウを「地域植物誌マニュアル」の形で製作・刊行することを

目指した。具体的には、神奈川県立生命の星・地球博物館（以下、当館と呼称）

平成 31年度夏季特別展示「植物誌をつくろう！ ～神奈川県植物誌のこれまで

とこれから～」の展示において、本事業計画における(A)地方植物誌におけるオ

ープンサイエンスの体系化と展示を実現した。特に、本邦で最も古くその起源

を 17世紀に遡る植物標本やその後の江戸期に採集された県内（箱根）産の植物

標本（複数の国外博物館蔵）あるいは『神奈川県植物誌』調査に由来する県内

博物館収蔵標本の情報（メタデータ）の多くが、オープンデータとしてインタ
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ーネットを通じて社会に広く公開提供されていることの紹介（図 1、図 2）、過

去 40年間にわたり有志の市民団体である「神奈川県植物誌調査会」によって調

査・編纂され続けている『神奈川県植物誌』のシチズンサイエンスとしての側

面の紹介（図 3）、は神奈川県地域独自の取り組みであり、他地域では実現しえ

ない内容かつ、これまでに過去 2 回の『神奈川県植物誌』の刊行にあわせて実

施された展示や発表機会では取り上げられなかった視点として、全国的にもユ

ニークな内容を発信することができた。同展示は、博物館における「収集・保

管」「調査・研究」「教育・普及」の役割の理解とともに、博物館が果たすオー

プンサイエンスの役割について、一定の普及の機会とすることができた。 

 また、特別展展示図録には、同じく本事業計画における(B)「地域植物誌マニ

ュアル」となる内容を収録した。『神奈川県植物誌』を事例に、地域植物誌とし

て刊行されるまでの野外調査、標本作製と整理、標本調査、執筆と編纂、全体

のマネジメントまでを記述した（図 4）。同図録については、当館のミュージア

ムショップで継続して販売しているとともに、県内の図書館・博物館、全国の

博物館や自然環境系施設等には直接配布し、各施設等の職員及び利用者らによ

って、博物館が果たすオープンサイエンスの役割の理解に結び付く資料として

活用されている。 

 本事業計画段階では、上記の事業内容に加え、地方植物誌におけるオープン

サイエンスの取組みを共有し、問題提起と課題整理を目的としたシンポジウム

を実施する予定であったが、計画時に発信コンテンツとして予定していた神奈

川県植物誌調査会による地域（地方）植物誌『神奈川県植物誌 2018』の刊行が

半年以上遅れたことにより（2018 年 11 月 7 日インターネット公開。印刷版書

籍の刊行は 2018 年末となった）、実施が困難となった。そのため、事業計画の

一部を変更し、（A）地方植物誌におけるオープンサイエンスの体系化と展示を
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より多面的に実施する形で、『神奈川県植物誌 2018』やその刊行に至る市民参

加型調査活動と博物館をめぐる（D）オープンサイエンスの取り組みを紹介する

ための展示用パッケージの作成 を実施し、あわせて県内各地の社会教育施設

等において、関連展示を実施した（図 5-1～5-4）。本事業年度（平成 30 年度）

内には、藤沢市湘南大庭市民図書館企画展示「大庭でみられるみぢかな植物」

（2018 年 10 月 30 日（火）～ 12 月 16 日（日））、おおい自然園（大井町生

涯学習センター）企画展示「大井町の植物を調べる～ 『神奈川県植物誌 2018』

をめざして～」（2018 年 11 月 10 日（土）～ 11 月 18 日（日））、神奈川県自

然環境保全センター企画展示「植物誌をつくろう！～ 『神奈川県植物誌 2018』

のこれまでとこれから～」．（2018 年 12 月 20 日（木）～ 2019 年 2 月 28日

（木））、かわさき宙と緑の科学館（川崎市青少年科学館）企画展示「かわさき

の植物～市民とともに調べて， 記録した 30 年・『神奈川県植物誌 2018』がで

きるまで～」．（2019 年 3 月 21 日（木・祝）～ 4 月 14 日（日））の 4件の関

連展示を実施することができた。なお、このうち藤沢市湘南大庭市民図書館、

おおい自然園（大井町生涯学習センター）での展示は、いずれも実施施設の担

当者が当館特別展示を観覧し、内容に共感して展示を実現させたものであり、

まさに本事業の(A)地方植物誌におけるオープンサイエンスの体系化と展示のね

らいとした博物館のオープンサイエンス拠点としての役割の社会的な認知が得

られた事例と言えよう。なお、本事業による（D）オープンサイエンスの取り組

みを紹介するための展示用パッケージは展示可能なパネルの形としてだけでな

く、編集可能なデジタルデータ形式の成果物としても製作されたため、前述の

助成年度内の関連展示にとどまらず、2019年度以降に計画されている県内各地

の博物館等での関連展示の開催においても多面的に利用される見込みである。 

 本助成事業により、自然史博物館が、従来より継続してきた「収集・保管」「調
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査・研究」「教育・普及」の活動を踏まえた上で、市民や NGO、研究者、民間

事業者や行政機関などの様々な主体と、より現代的なアプローチも含んだ形で

協力・連携した地域自然史情報の蓄積・発信拠点となり、広くオープンサイエ

ンスを推進する役割を果たすための、基盤整備と役割の社会的認知を高めるこ

とが実現された。 

 

 

 

 

図 1 県内産植物標本の多くが、オープンデータとしてインターネットを通じ

て社会に広く公開提供されていることの紹介 
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図 2 17世紀に遡る県内（箱根）産の植物標本（大英自然史博物館蔵）が、オ

ープンデータとしてインターネットを通じて社会に広く公開提供されているこ

との紹介 

 

 

 

 

図 3 『神奈川県植物誌』のシチズンサイエンスとしての側面の紹介 
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図 4 「地域植物誌マニュアル」となる内容を収録した特別展展示図録 

 

 

 

 

図 5-1 オープンサイエンスの取り組みを紹介するための展示用パッケージに

基づく、県内各地の社会教育施設等における関連展示の様子（藤沢市湘南大庭

市民図書館） 
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図 5-2 オープンサイエンスの取り組みを紹介するための展示用パッケージに

基づく、県内各地の社会教育施設等における関連展示の様子（おおい自然園（大

井町生涯学習センター）） 

 

 

 

 

図 5-3 オープンサイエンスの取り組みを紹介するための展示用パッケージに

基づく、県内各地の社会教育施設等における関連展示の様子（神奈川県自然環

境保全センター） 
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図 5-4 オープンサイエンスの取り組みを紹介するための展示用パッケージに

基づく、県内各地の社会教育施設等における関連展示の様子（かわさき宙と緑

の科学館（川崎市青少年科学館）） 


